
三
心
内
観
の
道秦

 

治

人

 

我

々

は

本

来

的(

ア

・
プ
リ
オ
リ)

に
、
無
限
な
る
も
の
や

、
自
己
自 

身
と
の
関
わ
り
の
な
か
に
あ
り
、

そ
の
関
わ
り
に
於
い
て
苦
悩
し
、

そ
の 

苦
悩
を
解
決
せ
ず
し
て
は
生
き
る
こ
と
も
死
ぬ
こ
と
も
出
来
な
い
。

心
の 

問
題
と
言
う
こ
と
も
、
そ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
ー 

従
っ
て
心
と
い
う
も
の
を
何
ら
か
の
実
体
と
し
て
見
て
ゆ
く
の
で
な
く
、 

常

に

自

己

や

永

遠

と

の

関

係

性

・
指
向
性
を
問
い
、

内
観
し
て
い
く
と
こ 

ろ
に
我
心
や
自
我
と
言
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
か
か
る
心
が
本
来 

的
関
係
へ
と
目
指
さ
ざ
る
を
得
な
い
故
に
、

宗
教
的
実
存
や
願
生
的
存
在 

と
い
わ
れ
る
在
り
方
も
な
り
た
つ
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
が
思
想
や
イ 

ズ

ム
(

主
義)

の
現
実
に
身
を
お
く
と
き
、

本
来
的
関
係
や
応
答
を
見
失 

っ
た
、

い
わ
ば
、
失
語
症
と
も
言
う
べ
き

、
言
語
爽
失
と
疑
網
に
覆
わ
れ 

た
自
分
の
姿
を
見
い
だ
す
。

そ
こ
に
真
理
か
ら
の
み
な
ら
ず
、

一
切
の
も 

の
か
ら
弓
き
裂
か
れ
て
い
る
無
底
の
痛
苦
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

し
か
も 

ま
た
疑
網
の
繋
縛
と
失
語
症
的
孤
独
や
、

自
閉
の
闇
を
破
る
も
の
も
言
葉 

(

ロ
ゴ
ス)

の
働
き
で
あ
る
。

即
ち
生
命
の
伝
統
と
真
実
な
る
も
の
の
名 

告
り
を
も
た
ら
す
も
の
も
言
葉
の
本
来
的
働
き
に
よ
る
。 

真
実
の
名
告
り
と
は
自
執
の
心
を
破
り
、
自
執
的
関
係
を
普
遍
的
場
へ

と

開
く
と
こ

ろ
の
如
来
願
心
の
叫
び
で
あ
り
生
命
の
働
き
で
あ
る
。

ま
さ 

し
く
、

故
知
、

円
融
至
徳
嘉
号
、

転
レ
悪
成
レ
徳
正
智
、

難
信
金
剛
信
楽
、

除 

レ
疑
獲
レ
証
真
理
也
。(

『教
行
信
証
』
総
序) 

と
い
う
宗
祖
の
讃
嘆
の
如
く
、

我
々
の
宗
教
的
実
存
の
至
極
と
す
る
も
の 

は
、

ま
さ
に
自
執
的
活
動
の
一
切
の
善
悪
や
、
疑
を
以
て
自
我
の
根
拠
と 

す

る
如
き

関
係
の
仕
方
を
根
底
的
に
転
ぜ
し
む
る
と
こ
ろ
の
真
実
の
名
告 

り
を
聞
き
当
て
る
こ
と
で
あ
る
。

人
生
を
か
か
る
一
点
へ
と
収
斂
せ
し
め 

る
究
極
の
も
の
へ
の
ひ
た
む
き
の
探
求
な
し
に
は
、

人
生
は
空
し
く
、

そ 

の
心
も
満
足
す
る
こ
と
は
な
い
。
我
々
が
自
己
に
美
的
世
界
や
理
想
を
構 

想
す
る
こ
と
は
尊
い
、

そ
し
て
真
理
を
認
識
し
実
現
せ
ん
と
す
る
願
い
は 

更
に
尊
い
。

し
か
し
最
も
尊
く
し
て
至
難
の
こ
と
は
、
自
己
の
内
な
る
疑 

網
の
闇
、
自
執
の
心
を
リ

ア
ル
に
内
観
せ
し
め
、

又
そ
れ
を
転
ぜ
し
む
る 

と
こ
ろ
の
真
実
の
信
心
を
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
か
か
る
真
実 

信
心
を
成
就
せ
し
め
る
も
の
が
、

夫
顕
二
真
実
教
一
者
、
則

『
大
无
量
寿
経
』

是
也
。
斯
経
大
意
者
、
弥
陀 

超
ー
ー
発
於
匸
誓
、
広
開
一
ー
法
蔵-

致
中
哀
二
凡
小
一
選
施
屮
功
徳
之
宝
い
釈
迦 

出
二
興
於9

世

、
光
丽
道
教
宀
欲
駅
一
ー
群
崩-

恵
以
中
真
実
之
利
如
是
以
、
 

説
ー
ー
如
来
本
願
一
為
二
経
宗
致-

即
以
二
仏
名
号
一
為
二
経
体
一
也
。(

「教
巻
」) 

と
標
挙
せ
ら
れ
た
、

『
大
経
』

の
本
願
を
宗
と
す
る
教
え
で
あ
り
、

本
願 

の
嘉
号
を
以
っ
て
根
底
と
す
る
生
命
の
伝
統
で
あ
る
。

し
か
し
本
願
の
嘉 

号

、
名
告
り
を
体
と
す
る
教
に
信
順
し
、

宗
教
的
実
存
の
満
足
へ
と
自
己 

を
帰
入
せ
し
め
る
も
の
は
、

ま

た

「
善
く
自
ら

己
が
能
を

思
量
せ
よ
」

と 

い
う
我
々
の
実
存
の
悲
傷
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
こ

そ

ま

た

、
「
当
レ
知
、

生
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死
之
家
以
レ
疑
為
一
ー
所
止
ハ
涅
槃
之
城
以
レ
信
為
ー
ー
能
入

」
(

『選
択
集
』
聖
全 

一
—
九
六
七)

と
我
々
の
宗
教
心
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

我
々
の 

宗
教
心
の
傷
み
は
、
疑
い
の
生
死
を
如
何
に
し
て
転
ぜ
し
む
る
か
を
、
信 

心
の
問
題
と
し
て
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

『
観
経
』
定
散
心
の
歩
み
も
、

か
か
る
宗
教
的
良
心
の
苦
悩
の
歩
み
を 

表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

宗
教
的
良
心
が
、

い
わ
ば
定
散
心
と
し 

て
自
己
を
表
現
し
つ
つ
、
真
実
信
心
を

満
足
せ
し
む
る
宗
教
を
求
め
て
、 

「
真
実
の
私
」

を
獲
し
む
る
と
こ
ろ
の
帰
命
の
本
願
へ
と
内
観
し
ゅ
く
過 

程
を
説
き
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
観
を
媒
介
と
し
て
定
散
と
開 

か
れ
た
る
自
執
的
願
心
が
、

「
疑
を

除
き

証
を
獲
し
む
る
真
理
」

な
る
信 

心
へ
と
純
化
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
三
心
の
歩
み
が
機
の
真
実
を
顕
彰
す
る 

と

こ

ろ

の

『
観
経
』

の
世
界
で
あ
ろ
う
。

そ

こ

で

先

ず

こ

の

『
観
経
』
所
説
の
定
散
的
人
間
の
在
り
方
と
、

そ
の 

宗
教
心
の
歩
み
を
推
究
し
、

さ
ら
に
観
と
い
わ
れ
る
観
想
や
観
察
門
の
立 

場
を
媒
介
項
と
し
な
が
ら
、

三
心
と
一
心
の
関
係
を
照
ら
し
か
え
し
、

か 

つ
信
心
の
展
開
の
相
を
考
察
す
る
。

一

『
観
経
』
所
説
の
観
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
浄
土
の
正
依
等
を
思
惟
観
察 

す
る
息
慮
凝
心
の
三
昧
成
就
の
正
観
正
受
す
る
と
い
う
観
想
を
内
容
と
す 

る
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
同
時
に
そ
の
観
仏\

観
見
浄
土
と
は
念
仏
三
昧 

を
内
に
成
就
せ
し
む
る
観
で
も
あ
る
。
善

導

に

依

っ

て

諸

師

の

『
観
経
』 

観
が
批
判
楷
定
さ
れ
た
如
く
、

『
観
経
』

は
観
仏
と
念
仏
を
両
宗
と
し
っ 

つ

「
上
来
雖
レ
説
ー
ー
定
散
両
門
之
益(

望
一
一
仏
本
願
意(

在
三
衆
生
一
向
専
称
一
一

弥
陀
仏
名
ー
」 (

「散
善
義
」 

聖
全
一
ー
五
五
八) 

の
故
を
以
て
、

ま
さ
に
心
想 

羸
劣
の
凡
夫
を
し
て
弥
陀
弘
願
の
念
仏
に
帰
せ
し
め
ん
が
為
の
教
説
と
領 

解
さ
れ

た
の
で

あ
る
。

釈
迦
は
定
散
の
機
に
観
想
の
浄
土
と
三
福
諸
善
の 

浄
土
願
生
の
道
を
説
き
つ
つ
弘
願
の
念
仏
一
門
を
付
属
せ
し
め
給
う
と
こ 

ろ
に
弥
陀
の
本
意
を
善
導
は
洞
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て

凡
心
の
上
に
如
何
に
主
観
的
浄
土
を
想
い
描
こ
う
と
も
、

為
楽 

願
生
の
思
い
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、

如
来
教
説
を
も 

粗
見
極
楽
の
か
ぎ
ら
れ

た
写

し
と
し
て
ふ
く
ら
ま
せ
て
、

絶
対
化
す
る
我 

心

が

あ

れ

ば

「
然

常

没

凡

愚

、
定
心
難
レ
修
、
息

慮

凝
心
故
。
散
心
難
レ
行
、 

廃

悪

修
善
故
」(

「化
身
土
巻
」
聖
全
ニ
ー
一
五
四)

と
い
う
厳
し
い
己
が
分
の 

戒
を

内
に
聞
き
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
宗
祖
は
善
導
の
釈
意
を
承 

け
て

、

『
大
経
』

三

心

と

『
観
経
』

三
心
の
一
異
云
何
を
ま
こ
と
に
明
快 

に
決
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち

宗
祖
の
隠
顕
釈
に
於
て
、 

依
ー
ー
釈
家
之
意-

按
ー
ー
『
无
量
寿
仏
観
経
』

一
者
、
有
一
一
顕
彰
隠
密
義
-.0
言 

レ
顕
者
、

即
顕
二
定
散
諸
善-

開
一
ー
輩
・
三
心
—〇
然
ニ
善
・
三
福
、

非
ー
一 

報

土

真

因

—〇 

諸
機
三
心
、

自
利
各
別
而
非
ニ
利
他
一
心
—〇
如
来
異
方
便
、 

忻
慕
浄
土

善

根

。
是
此
経
之
意
、

即
是
顕
義
也
。
言
レ
彰
者
、
彰
ー
ー
如
来 

弘

願-

演
二
暢
利
他
通
入
一
心
—0(

「化
身
土
巻
」
聖

舍

丁
 
ー
四
七) 

と
答
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従

っ

て

釈

迦

・
弥
陀
の
本
意
と
は
真
実
弘
願 

の
利
他
の
一
心
を
彰
ぜ
し
め
ん
が
た
め
、
定

散

諸

善

を

も

っ

て

三

輩

・
三 

心
を

開
き

浄
土
の
方
便
の
道
を
垂
れ
た
も
う
た
の
で
あ
る
。
我
々
が
自
心 

の
上
に
美
的
世
界
や
理
想
の
浄
土
を
思
惟
想
像
し
、

そ
こ
に
宗
教
的
救
済 

の
世
界
を
観
想
す
る
こ
と
も
、
更
に
は
自
心
を
励
ま
し
往
生
浄
土
の
三
福 

等

の
諸
善
を

修
し
、

そ
の
功
徳
を
以
て
救
済
を
念
ず
る
こ
と
も
、

と
も
に
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宗
教
的
良
心
の
約
束
で
あ
り
、

要
請
で
も
あ
る
。
宗
教
的
良
心
と
は
ま
さ 

し
く
、

自
心
の
自
性
や
そ
の
理
想
に
忠
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

カ
ン
ト
の
言
う
実
践
理
性
の
如
く
、

理
性
自
身
の
真
実
性
と
定
言
的
命
法 

に
忠
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
宗
教
心
の
良
心
的
在
り
方
で
あ
る
。
定
散 

の

諸

善

，
修
諸
功
徳
の
善
根
と
は
、
従

っ
て

苦
悩
の
人
生
を

我
心
の
要
請
、
 

促
し
に
よ
っ
て
出
離
解
脱
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

そ

の
宗
教
的
良
心
、
 

願
心
が
自
ら
を
象
徴
し
形
像
表
現
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

然

る

に

「
釈
家
之
意
」

を

も

っ

て

『
観
経
』

の
旨
趣
を
汲
ま
れ
た
宗
祖
は
、 

「
二

善

・
三
福
は
報
土
の
真
因
に
非
ず
」

と
言
い
き
り
、

「
諸
機
の
三
心 

は
自
利
各
別
に
し
て
、

利
他
の
一
心
に
非
ず
」
、

そ

の

故

に

息

慮

凝

心

・
 

廃
悪
修
善
の
行
が
如
何
に
厳
し
く
修
せ
ら
れ
て
も
、
利
他
の
信
心
に
非
ざ 

る
自
利
執
心
の
行
は
報
土
往
生
に
と
っ
て
は
全
く
空
し
い
と
こ
ろ
の
も
の 

で
あ
る
と
内
観
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

既
に
善
導
以
前
の
多
く
の
聖
道
釈 

家

に

お

け

る

「
一
者
至
誠
心
、

二
者
深
心
、

三
者
廻
向
発
願
心
。

具
三
心 

者
、

必
生
彼
国
」

の
三
心
の
位
置
は
通
義
的
に
解
せ
ら
れ
、

い
わ
ば
大
乗 

の
菩
薩
・ 

聖
者
の
発
す
べ
き
菩
提
心
の
内
容
と
し
て
当
然
具
さ
る
べ
き
も 

の
で
あ
っ
た
。
例

え

ば

浄

影

寺

慧

遠

の

『
観
経
疏
』

で
は
修
心
往
生
を
釈 

す
る
な
か
に
、

三
修
心
往
生
。
如
ー
ー
下
文
説-

心
有
二
ー
種
—〇
一
者
誠
心
。
誠

謂

実

也

。 

起
行
不
レ
虚
実
心
求
レ
去
故
日
ー
ー
誠
心
—〇
二
者
深
心
。

信
楽
愍
至
欲
レ
生
二 

彼

国

—.
〇
三
者
廻
向
発
願
心
。
直
爾
趣
求
説
レ
之
為
レ
願
挾
レ
善
趣
求
説
為
ー
ー 

廻
向
二
大
正
蔵
三
七
—

一
八
三)

と
示
し
、
更

に

天

台

の

『
観
経
疏
』

に
は
特
に
、

至

誠

心

・
深
心
に
つ
い 

て
、

至
之
言
専
。
誠

之

言

実

。
深

者

、
仏
果
深
高
以
レ
心
往
求
故
云
ー
ー
深
心
—〇 

亦
従
一
ー
深
理-

生
。

亦
従
三
厚
楽
ニ
善
根
一
生
。(

大
正
蔵
三
七
— 
一
九
三) 

と
あ
る
。
廻

願

心

の

み

な

ら

ず

至

誠

心

・
深
心
と
も
に
聖
道
の
行
者
が
自 

心
の
上
に
真
実
高
妙
な
る
誠
心
を
い
だ
い
て
、
深

高
な
る
仏
果
を

求
め
、 

一
切
の
善
根
を
以
て
上
求
菩
提
下
化
衆
生
に
ふ
り
向
け
て
い
く
と
こ
ろ
の 

菩
提
心
の
相
と
せ
ら
れ

た
。
無
論
、

こ
の
三
心
は
浄
土
往
生
を
願
う
者
が 

必
ず
具
す
べ
き

三
種
の
心
で
あ
る
と
は
い
え
、
諸
師
が
上
品
の
上
に
の
み 

か
か
る
高
妙
な
る
菩
提
心
の
三
心
を
み
ら
れ
た
こ
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ 

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

然
し
な
が
ら
、

『
観
経
』

を

『
大
経
』
真
実
教
の
眼 

を
以
て
照
ら
し
み
る
と
き
に
、

「
具
三
心
者
、

必
生
彼
国
」

の
三
心
と
は
、
 

菩

薩

・
聖
者
の
聖
道
自
利
の
み
に
課
せ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
末
法
五
濁
の 

一
切
衆
生
、
凡
夫
の
往
生
の
根
本
原
理
と
し
て
成
就
し
う
る
と
こ
ろ
の
も 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か

く

し

て

『
観
経
』

の
根
本
問
題
は
、

ま
さ 

に
定
散
両
門
の
行
の
成
就
の
課
題
を
突
破
し
て
、

三
心
が
凡
夫
の
う
ち
に 

如
何
に
し
て
成
就
す
る
か
否
か
と
い
う
根
源
的
な
問
へ
と
向
か
わ
ざ
る
を 

得
な
い
。

従

っ

て

既

に

「
今

此

の

『
観
経
』

は
即
ち

観
仏
三
昧
を
以
て
宗
と
為
す
、 

念
仏
三
昧
を
以
て

宗
と
為
す

。

一
心
に
廻
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
を
体 

と
為
す
」
(

「
玄
義
分
」
聖
全
一
ー
四
四
六)

と

い

わ

れ

る

と

き

の

「
一
心
に 

廻
願
し
て

」

の
意
義
も
、

や
が
て
三
心
釈
に
展
開
さ
れ
た
如
く
、

三
心
を 

即
ち
一
心
の
信
心
ひ
と
つ
に
摂
め
た
そ
の
正
因
に
よ
っ
て
必
生
彼
国
の
思 

い
を
決
定
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
は
三
心 

釈

が

至

誠

心

・
深

心

・
廻
向
発
願
心
と
展
転
す
る
に
わ
た
っ
て
如
来
の
真 

実

心

・
至
誠
心
と
凡
夫
の
三
業
と
、
能
修
の
心
の
虚
仮
不
実
の
三
心
が
如
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何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
し
む
る
と
こ
ろ
の
、
深
い
思
召
し
に
貫
か 

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
当
然
の
如
く
窺
わ
れ
、

そ
し
て
凡
夫
の
自
利
的
三 

心
の
本
質
を

内
観
し
た
と
き
に
、
お
よ
そ
か
か
る
三
心
を
基
因
と
し
た
諸 

善
は
往
生
の
正
因
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る 

に
、

い
ま
宗
祖
の
訓
み
替
え
と
、

そ
の
領
解
の
仕
方
に
即
し
て
三
心
を
利 

他
の
一
心
成
就
の
三
相
と
し
て
観
る
と
、

『
経

』

云
。

「
一
者
至
誠
心
」
。
「
至
」
者
真
、

「
誠

」
者
実
。
欲

“
明
卞 

一
切
衆
生
身
口
意
業
所
修
解
行
、

必
須
・
真
実
心
中
作̂
 

不
“
得-
一
外
現
ー
ー 

賢

善

精

進

之

相―
〇
内

懐-

虚

仮ハ

貪

瞋

邪

偽

、
莽

詐

百

端

、
悪

性

難

”
侵

、
 

事
同
一
ー
蛇
蝎
—〇
雖

”
起
一
一
三
業(

名
為
一-
雑

毒

之

善-

亦
名
一
ー
虚
仮
之
行7  

不

“
名
一-
真
実
業
一
也
。
若
作
一-
如

”
此
安
心
起
行
一
者
、
縦
使
苦
一
一
励
身
心

ハ  

日
夜
十
二
時
、
急

走

急

作

、
如

“
炙
一-

頭

燃-

者

、
衆
名
一
ー
雑
毒
之
善
—〇
欲
ヤ 

廻-

此

雑

毒

之

行7

求

”
生
彼
仏
浄
土
亠
者
、

此

必
不
可
也
。

何
以

故

、
 

正
由
マ
彼
阿
弥
陀
仏
因
中
行
一
一
菩
薩
行
一
時
、

乃
至
一
念
一
刹
那
、

三
業 

所
修
皆
是
真
実
心
中
作4

乃
至

「
二
者
深
心
」
。
言
ー
一
「
深
心
」
者
、

即
是
深
信
之
心
也
。

亦
有
一
ー
ニ
種" 

ー
者
決
定
深
信
一-
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、

曠

劫

已

来

、

常
没
常
流 

転
、

無
マ
有
一-
出

離

之

縁.
-0
二
者
決
定
深
信̂

彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
、
 

摂
ー-

受
衆
生
ハ 

無

“
疑

無

“
慮

、
乗
一
一
彼
願
力ハ

定
得
・
往
生
い
乃
至 

「
三
者
廻
向
発
願
心
」
。
言1

!

「
廻
向
発
願
心
」-

者
、

過
去
及
以
今
生
身 

口
意
業
所
“
修

世

，
出

世

善

根

、
及
随
一
一
喜
他
一
切
凡
聖
身
口
意
業
所
” 

修

世

・
出

世

善

根7

以
一
一
此
自
他
所
修
善
根-

悉

皆

真

実

深

信

心

中

廻 

向

願-

生
一-
彼国

'
!

故

名-

「
廻
向
発
願
心
」-

也
。

又
廻
向
発
願
願
生
者
、
 

必
須
一
一
決
定
真
実
心
中
廻
向
願-

作
一
一
得
生
想
—〇

乃

至
(

「散
善
義
」
聖
全
一

-

五 
二
三
一
—
五 
三
八)

と

三

心

の

至

誠

心

・
深

心

・
廻
向
発
願
心
の
釈
相
は
展
開
さ
れ
て
お
り
、 

如

来

の

至

誠

心

・
真
実
心
が
、
衆
生
の
虚
仮
不
実
の
願
心
と
三
業
の
相
を 

顕
現
せ
し
め
、

凡
夫
衆
生
を
し
て
汝
至
誠
心
た
れ
と

教
勅
す

る
に
応
じ
て

、 

至
心
に
如
来
の
真
実
心
を
以
て
自
身
を
信
知
し
、

本
願
名
号
を
深
く
信
ず 

る
相
が
深
心
で
あ
り
、

文
名
号
を
深
く
信
じ
て
浄
土
往
生
の
疑
が
無
け
れ 

ぱ
こ
れ
は
廻
向
発
願
心
で
あ
る
。

『
往
生
礼
讃
』

で
は
、
特

に

「
深

心
、 

即
是
真
実
信
心
」

と
い
い
、

又

宗

祖

が

『
愚
禿
鈔
』

に

「
今
斯
深

信
、
他 

力

至
極
之
金
剛
心
、

一
乗
无
上
之
真
実
信
海
也
」

と
味
読
さ
れ
、
機
法
ニ 

種
に
開
か
れ
、

更
に
七
深
信
と
示
さ
れ

る
心
持
ち

も
、
我
心
の
虚
仮
不
実 

の
現
実
を
内
観
せ
し
め
、

自
力
の
は
か
ら
い
を
捨
て
さ
せ
、
他
力
真
実
の 

金
剛
の
信
心
を

成
就
さ
せ
ん
が
為
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

お
も
う
に
、
善
導
ほ
三
心
を
そ
れ
ぞ
れ
に
別
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
か 

の
如
く
で
あ
る
が
、

然
し
我
々

の
機
に
約
し
て
考
え
れ
ば
、

一
心
即
ち
深 

信
が
決
定
し
て

相
続
し
て
い
く
相
が
利
他
の
三
心
で
あ
り
、

体
は
一
つ
の 

深

信
で
あ
る
。

法
の
面
か
ら

体
を

考
え
れ
ば
、
廻
向
発
願
心
は
深
心
を
体 

と
し
、

深
心
は
至
誠
心
を

体
と
す

る
。

そ
の
至
誠
心
と
は
真
実
心
で

あ
り
、
 

如
来
の
真
実
心
と
は
至
徳
の
尊
号
で

あ
る
。

し
か
し
自
利
各
別
の
三
心
と 

は
、

従
っ
て
本
願
の
名
号
を
体
と
せ
ず
、

自
心
の
機
根
と
智
慧
に
随
っ
て 

定
散
を

修
す

る
心
で

、

そ
こ
で

は
当
然
体
も
各
別
で
あ
る
。

し
か
し
宗
祖 

で
は
各
別
の
三
心
と
言
わ
れ
る
と
き
で
も 

三
心
即
具
、

無
一
行
不
〉
成
。

願
行
既
成
、

若

不-

生
者
、

無

“
有
一-
是

処

也
。

又
此
三
心
亦
通
一
一
摂
定
善
之
義
二
「散
善
義
」
聖
全
一
ー
五
四
こ 

の
文
も
利
他
一
心
へ
と
通
入
し
た
三
心
に
お
い
て
顧
み
ら
れ
た
と
き
、
散 

善
の
み
な
ら
ず
定
善
さ
え
も
が
か
え
っ
て
本
願
の
大
信
へ
と
誘
引
す
る
弥
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陀
の
功
徳
で
あ
っ
た
と

知
ら

し
め
ら
れ

る
。
真
実
信
心
の
上
で
は
定
散
も 

ま
た
往
生
の
行
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

即
ち
定
善
の
観
想
行
も
利
他
の 

信
心
の
起
行
で
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
自
身
が
念
仏
の
具
体
相
に
外
な
ら
な 

い
。

無
論
そ
こ
に
は
、
定
善
を
修
せ
し
め
て

い
る
能
修
の
心
が
深

信
さ
れ

、 

本
願
の
信
心
に
適
っ
て
い
る
か
否
か
の
絶
え
ざ
る
内
省
が
要
請
さ
れ
る
。 

し
か
し
そ
こ
に
は
い
つ
で
も
危
険
な
る
陥
穽
が
潜
ん
で
い
る
。

即
ち
、
定 

善
や

散
善
も
、

そ
れ
が
行
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
正
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ 

て
、

心
は
行
法
と
一
体
化
し
、

い
わ
ば
行
そ
の
も
の
が
目
的
と
な
る
危
険 

性
で
あ
る
。

そ
れ
は
行
が
我
心
の
延
長
上
に
自
力
の
善
行
功
徳
と
し
て
修 

さ
れ
る
と
き
、
定
散
心
は
無
意
識
の
う
ち

に
理
想
化
し
、
自
性
唯
心
の
浄 

土
を
構
想
し
浄
土
が
行
の
対
象
目
的
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
如
来
の
願
心
と
至
誠
心
の
呼
び
か
け
を
聞
く
と
き
に
、

即
ち
凡 

夫
の
実
存
の
具
体
相
を
如
実
に
深
信
す
る
と
き
に
、

お
よ
そ
我
々
の
自
性 

唯

心

的

一

切

の

身

口

意

三

業

の

営

み

は

虚

仮

不

実

・
雑
毒
の
善
行
で
往
生 

の
正
因
に
非
ず
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
又
そ
の
抑
止
こ 

そ
、

か
え
っ
て
我
々
を
真
実
願
生
道
へ
と
か
り
た
て
る
情
熱
の
源
で
も
あ 

る
。

即

ち

『
観
経
』

が

「
顕
二
彰
方
便
真
実
教
一
」

と
示
さ
れ
る
所
以
が
そ 

こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

か

く

し

て

『
観
経
』

の
開
顕
す
る
世
界
は
、
観
門
に
促
さ
れ
つ
つ
、

更 

に
定
散
の
諸
行
を
三
心
の
具
体
的
要
請
と
し
て
聞
き
あ
て
、

願
生
心
が
外 

に
向
う
姿
の
う
ち
に
、

か
え
っ
て
定
散
に
満
足
し
な
い
と
こ
ろ
の
信
心
の 

情
熱
を

内
に
見
い
だ
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
定
散
的
願
心
と
そ
の
道
徳
的
真 

摯
さ
が
内
に
感
じ
て
い
る
も
の
は
、
真

実

信

心

の

安

心

が

「
無
有
出
離
之 

縁
」

の
苦
悩
の
上
に
如
何
に
し
て
成
就
し
う
る
か
の
悲
傷
で
あ
る
。

こ
の

悲
傷
は
真
実
信
心
が
定
散
心
の
う
ち

に
あ
っ
て
自
ら
を
名
告
り
だ
さ
ん
が 

た
め
の
如
来
自
身
の
大
悲
の
呼
び
か
け
で
あ
る
。

「
二
河
譬
」

に
示
さ
れ 

た
如
く
、
貪
顚
二
河
の
な
か
に
清
浄
願
往
生
心
を
能
く
生
ぜ
し
む
る
と
い 

う
意
図
は
、
定
散
心
と
の
長
い
葛
藤
の
な
か
で
三
定
死
と
言
わ
れ
る
と
こ 

ろ
ま
で
覚
醒
し
た
願
生
者
の
三
心
が
、

自
ら
を
真
実
信
心 

へ
と
淳
化
す
る 

歩

み
で

あ
り
、

そ

れ

は

同

時

に

釈

迦

・
弥
陀
の
発
遣
と
招
喚
の
促
し
の
中 

に
信
心
こ

そ
自
身
の
願
生
道
を
決
す
る
も
の
と
知
ら
し
む
る
こ
と
に
あ
る
。 

い
ま
こ
れ
ま
で
の
定
善
観
門
の
観
に
つ
い
て
要
約
す
れ
ば
、
定
善
観
想 

の
場
で
は
、

そ
の
観
を
行
ぜ
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
三
心
に
つ
い
て
は
自 

ら
内
省
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、

然
し
そ
の
観
の
プ
ロ
セ
ス
を
通 

し
て
、

観
ぜ
ら
れ

る
浄
土
の
正
依
の
荘
厳
が
、

如
来
の
宿
願
力
、

大
悲
願 

心
の
所
成
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
ら
れ
る
と
き
、

そ
れ
ま
で
思
惟
想
像 

の
媒
介
を
も
っ
て
事
相
の
荘
厳
を
観
見
せ
ん
と
す
る
心
が
転
ぜ
ら
れ
て
、
 

仏

心

・
大
慈
悲
の
本
願
海
を

聞
信
し
て

い
く
と
こ

ろ
の
観
が
生
ず
る
。

い 

わ

ゆ

る

『
浄

土

論

』

の

「
観
仏
本
願
力
」

の
観
知
で
あ
る
。

『
観

経

』

の 

定

善
観
想
の
み
な
ら
ず
、
散
善
の
行
の
展
開
の
根
底
に
は
、

か

か

る

「
観 

仏
本
願
力
」

の
観
の
働
き
が
潜
勢
的
に
流
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

か
か
る
観
は
、

い
わ
ば
内
観
と
で
も
言
う
べ
き
観
で
、

宗
教
的
実
存
は
、 

こ

の

よ

う

な

内

観

を

内

に

機

関(

オ
ル
ガ
ン)

と
し
て
持
つ
こ
と
に
よ
っ 

て
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
言
え
る
。

従
っ
て

三
心
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、

上
述
の
如
き
内
観
の
過
程
の 

う
ち

に
当
然
展
相
さ
れ
る
べ
き
、
定
善
の
義
を
も
通
摂
す
る
と
こ
ろ
の
願 

生
心
の
根
源
的
原
理
と
し
て

導
出
さ
れ

る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。

し
か
し 

対
象
的
に
事
相
観
と
し
て

進
み
ゆ
く
観
想
の
場
で

は
、

そ
の
三
心
は
、

い
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わ
ば
対
象
の
う
ち

に
消
滅
し
、

観
の
対
境
と
観
の
能
修
の
心
は
一
体
と
な 

り
、
自
身
の
観
の
作
用
や
観
の
働
き
を
も
内
観
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

し
か
し
観
想
が
成
ぜ
ら
れ
る
に
従
い
、

形
か
ら
心
へ
、

観
仏
か
ら
念
仏
へ 

の
過
程
を
経
て
、

如
何
に
観
想
し
て
往
生
す
る
か
で
な
く
、

如
何
な
る
心 

を
も
っ
て
往
生
を
願
い
往
生
の
行
を
修
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
が
お 

の
ず
と
生
ず
る
。
定
善
十
三
観
を
も
っ
て
観
想
の
道
が
説
き
終
え
ら
れ
た 

と
き
、

そ
の
観
の
行
者
の
心
の
う
ち

に
は
、
如
何
な
る
願
生
心
で
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
定

善

の

初

め

に

「
一
者
至
誠 

心
。

二
者
深
心
。

三
者
廻
向
発
願
心
」

と
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
観 

想
を
以
て
浄
土
の
行
を

願
っ
た
韋
提
希
の
う
ち

に
、

そ
の
三
心
へ
の
凝
問 

を
内
に
観
じ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
散
善
に
於
い
て
、
初 

め
て
仏
は
三
心
を
自
問
自
徴
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
仏
の
自
問
自
徴
せ
ら
れ
た
三
心
を
弁
定
し
て
そ
の
三
心
を
も
つ 

て
往
生
の
正
因
と
為
す
課
題
こ
そ
、

先
き
に
説
か
れ
た
定
善
の
内
な
る
問 

に
答
え
る
こ
と
で
あ
り
、
散
善
の
行
が
往
生
の
行
と
し
て
成
ず
る
た
め
の 

根
本
原
理
を
明
か
す
も
の
と
し
て
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
三 

心

を

解

明

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

『
観
経
』

一
経
の
根
本
精
神
を
開
顕
す
る 

課
題
に
答
え
た
の
で
あ
っ
た
。

以
下
ふ
た
た
び
三
心
即
一
心
の
展
開
に
つ
い
て
、
利
他
金
剛
の
真
心
と 

し
て
表
現
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
原
理
、
如
来
の
願
心
及
び
本
願
の
「
三
心
」 

に
つ
い
て
考
え
、

主
に
、

宗

祖

の

三

心

・

一

心

の

問

答

や

『
浄
土
論
』
・
 

『
浄
土
論
註
』

に

あ

ら

わ

れ

た

観

・
観
察
門
の
意
義
を
捉
え
て
み
た
い
。

二

「
信
巻
」

の
三
一
問
答
に
於
い
て
、

至

心

・

信

楽

・
欲
生
の
三
信
は
、
 

如
来
悲
一
一
憫
一
切
苦
悩
衆
生
海"

於
一
一
不
可
思
議
兆
載
永
劫
〔

行
一
ー
菩
薩 

行
一
時
、

三
業
所
修
、
一
念
一
刹
那
、

无

“
不
ー
ー
清
浄
へ 

无

“
不
一
一
真
心"

如 

来
以
ー
ー
清
浄
真
心7

成-
一
就
円
融
无
导
不
可
思
議
不
可
称
不
可
説
至
徳
—〇 

以
ー
ー
如
来
至
心-

回
ー
ー
施
諸
有
一
切
煩
悩
悪
業
邪
智
群
生
海
—〇
則
是
彰
ー
ー 

利

他

真

心-

故
、
疑
蓋
无
レ
雑
。

斯
至
心
則
是
至
徳
尊
号
為
ニ
其
體
一
也 

(

至
心
釈)
(

聖
全
二
—
六
〇)

正

由

『
如
来
行
二
菩
薩
行
一
時
、

三
業
所
修
、

乃
至
一
念
一
刹
那
、

疑
蓋 

无4

雑

。

斯
心
者
即
如
来
大
悲
心
故
、

必
成
一
ー
報
土
正
定
之
因
—〇

如

来 

悲
二
憐
苦
悩
群
生
海-

以
ー
ー
无
导
広
大
浄
信-

回
二
施
諸
有
海
—〇
是
名
ニ
利 

他

真

実

信

心

ペ(

信
楽

釈)
(

聖
全
二|

六
二) 

如
来
矜
二
哀
一
切
苦
悩
群
生
海(

行
一
ー
菩
薩
行
一
時
、

三
業
所
修
、

乃
至 

一
念
一
刹
那
、

回
向
心
為
ノ
首
得
三
成
二
就
大
悲
心
一
故
。

以
ー
ー
利
他
真
実 

欲
生
心
一
廻
ー
ー
施
諸
有
海
—〇
欲
生
即
是
廻
向
心
、

斯
則
大
悲
心
故
、

疑 

蓋
无
レ
雑
。
(

欲
生
心
釈)
(

聖
全
ニ
ー
六
六) 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
宗
祖
が
自
ら
の
宗
教
体
験
を
通
し
て
了
解 

さ
れ
た
こ
と
は
、
如
来
因
位
の
永
劫
修
行
に
お
け
る
本
願
三
心
成
就
が
偏 

に
衆
生
成
仏
の
真
因
と
な
る
べ
き
利
他
廻
向
の
信
心
を
、
衆
生
の
う
え
に 

悉
く
成
就
し
っ
く
さ
ん
と
い
う
如
来
の
真
実
清
浄
の
大
悲
の
願
心
の
大
い 

な
る
働
き
で
あ
っ
た
。

従
っ
て

本
願
に
誓
わ
れ
し
三
心
と
は
、

唯
だ

天
親
論
主
の
表
白
の
如
く
、
 

我
一
心
と
し
て
衆
生
の
う
え
に
成
就
せ
し
む
る
以
外
に
何
も
な
い
で
あ
ろ
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う
。
思
う
に
三
心
と
一
心
の
関
係
は
、
如
来
自
身
の
三
心
に
約
す
れ
ば
、 

体
の
至
心
と
用
の
欲
生
は
信
楽
自
相
に
綜
合
さ
れ
摂
め
ら
れ
て
お
り
、

こ 

の
至
心
と
欲
生
の
綜
合
の
自
覚
満
足
の
相
が
信
楽
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

即
ち
、
如
来
の
真
実
清
浄
の
願
心
が
完
全
に
展
開
、
開
発
し
つ
く
さ
れ
た 

相
が
信
楽
で
あ
ろ
う
。

従

っ

て

「
信
楽
即
是
真
実
誠
満
之
心
極
成
用
重
之 

心
審
験
宣
忠
之
心
欲
願
愛
悦
之
心
歓
喜
賀
慶
之
心
」

と
信
の
内
容
を
展
相 

さ
れ
た
。

三
心
す
べ
て
が
如
来
の
疑
蓋
無
雑
の
真
実
心
で
あ
り
、
清
浄
願 

心
の
内
容
で
茜
る
が
、

こ
の
願
心
の
内
容
が
根
底
か
ら
展
開
現
勢
化
さ
れ
、
 

高
め
ら
れ
て
透
明
な
る
如
来
の
真
実
心
に
至
る
ま
で
自
覚
さ
れ
て
い
る
大 

覚
の
相
が
三
心
成
就
の
如
来
で

あ
ろ
う
。

願
の
欲
生
の
用
が
性
と
修
を
完 

う
し
て
体
で
あ
る
至
心
、
真
実
心
を

実

現

、

顕
在
化
し
つ
く
し
、

同
時
に 

体
と
用
を
同
一
性
に
於
て
自
覚
し
て
い
る
自
覚
の
相
が
如
来
の
信
楽
で
あ 

る
。

こ
の
大
覚
の
信
楽
の
相
こ
そ
自
利
成
就
の
相
で
あ
ろ
う
。

三
心
と
は 

体
、
相

、

用
に
差
別
す
れ
ば
三
で
あ
る
が
、

そ
の
根
底
の
願
心
、
あ
る
い 

は
願
心
実
現
の
覚
相
な
る
信
楽
に
摂
む
れ
ば
ー
で
あ
る
。

天
親
論
主
の
我
一
心
の
一
心
は
先
の
如
来
の
三
心
が
信
心
一
つ
に
摂
ま 

っ
て
願
生
者
に
廻
向
成
就
し
て
い
る
利
他
成
就
の
相
で
あ
ろ
う
。

一
心
と 

は
こ
の
他
力
廻
向
の
大
信
楽
の
信
受
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
成
じ
、
従
っ 

て
衆
生
の
側
か
ら
言
え
ば
再
び
三
心
は
一
心
に
お
い
て
成
就
し
て
お
る
。 

即
ち
、
如
来
三
心
即
他
力
廻
向
の
一
心
で

あ
る
。
宗
祖
は
か
か
る
三
一
の 

関
係
か
ら
、
如
来
本
願
力
廻
向
の
信
心
の
み
よ
く
涅
槃
の
真
因
な
る
こ
と 

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、

廻
向
成
就
の
如
来
の
願
心
を
お
さ
え
る
な
ら
ば
、
欲
生
は 

信
楽
を
体
と
し
、

信
楽
は
至
心
を
体
と
し
、

至
心
は
至
徳
の
尊
号
を
体
と

す
る
と
い
う
こ
と

に
外
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
に
、
信
の
具
体
相
と
し
て
は 

念

仏

、
弥
陀
の
尊
号
を

称
え

る
こ
と

以
外
に
な
い
の
で

あ
る
。

宗
祖
は
こ 

の
故
に
、

三
心
を
釈
す
る
に
、

三
心
そ
れ
ぞ
れ
を
如
来
因
位
の
五
劫
思
惟 

の
本
願
摂
取
、

及
び
兆
載
永
劫
の
修
行
に
ま
で
溯
っ
て
如
来
大
悲
の
深
広 

高
遠
な
る
こ
と

、

及
び
そ
の
御
苦
労
を

讃
嘆
し
、

そ
こ
に
自
己
の
宗
教
的 

体

験

・
自
覚
の
本
源
を

あ
ら
わ

さ
れ

た
の
で

あ
る
。

爾
者
、
若

行

若

信

、
无

“
有
二
事
非
ー-
一
阿
弥
陀
如
来
清
浄
願
心
之
所
一
回 

向

成

就―
〇
非
ー
ー
无
“
因
他
因
有
一
也
。

可

“
知

。(

聖
全
ニ
ー
五
入) 

以
上
、

宗
祖
の
三
心
釈
に
従
っ
て

、
如
来
の
願
行
を
特
に
三
心
成
就
に 

於
て
観
た
の
で
あ
る
が
、

更
に
浄
土
が
願
心
荘
厳
の
仏
国
土
な
る
こ
と
の 

上
か
ら
、

こ
こ
で
更
に
浄
土
の
荘
厳
功
徳
成
就
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た 

浄
土
の
荘
厳

功
徳
成
就
と
い
う
こ
と
は
如
来
の
清
浄
願
心
が
兆
載
永
劫 

の
修
行
に
よ
っ
て
性
を
完
う
し
て
現
実
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

即
ち

如
来
の
願
心
が
得
生
者
の
情
の
対
象
と
な
り
、

世
俗
的
な
具
体
相
を 

と

っ
て

象
徴
方
便
化
さ
れ
た
世
界
が
浄
土
の
荘
厳
功
徳
の
相
で
あ
る
。

そ 

れ
は
衆
生
の
情
に
働
き
か
け
ん
が
た
め
の
願
心
の
形
像
化
、

象
徴
化
と
い 

う
こ
と
で

あ

る

。
そ
こ
に
如
来
の
利
他
、

巧
方
便
迴
向
が
あ
ら
わ
さ
れ
て 

お
り
、

廻
向
と
は
か
か
る
絶
対
的
な
る
大
悲
心
が
自
己
を
三
有
の
中
に
生 

滅
さ
せ
て
無
生
の
生
を

現
す
と

い
う
こ
と
で

あ
る
。

そ
れ
は
又
、

い
わ
ゆ 

る
象
徴
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
象
徴
と
は
本
来
的
意
味
に
お
い
て 

は
、

人
間
的
な
る
も
の
の
情
を
超
え
た
絶
対
的
な
る
も
の
が
自
己
を
限
定 

し
、

い
わ
ば
、

為
物
身
と
し
て
自
己
を

形
像
化
す

る
こ
と
で

あ
り
、

そ
の 

こ
と
に
よ
っ
て
絶
対
的
な
る
心
を
開
示
し
、
象
徴
さ
れ
え
ざ
る
も
の
を
識
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ら
し
め
ん
と
す
る
方
便
の
働
き
が
あ
る
。

浄
土
が
摂
取
不
捨
の
大
悲
の
願
心
が
巧
方
便
さ
れ
た
象
徴
界
な
れ
ば
、
 

浄
土
は
一
切
群
生
海
を
し
て
無
生
の
涅
槃
を
開
示
せ
し
む
る
働
き
に
外
な 

ら
な
い
。

か
か
る
働
き
を
も
つ
如
来
の
巧
方
便
廻
向
の
浄
土
は
従
っ
て
真 

如
実
相
に
か
な
っ
た
真
実
の
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
を
よ
く
成
就
せ
し
む
る 

と
こ
ろ
で
あ
る
。

廻
向
は
如
来
の
真
実
功
徳
の
用
で
あ
り
、

そ
の
用
と
は
如
来
因
位
の
宿 

願
力
と
果
上
の
仏
力
が
大
慈
悲
の
願
心
と
し
て
流
出
す
る
象
徴
的
能
力
と 

も
言
え
よ
う
。
浄
土
二
十
九
種
等
の
荘
厳
に
限
ら
ず
我
よ
の
業
障
に
お
い 

て
感
得
さ
れ
る
こ
の
現
実
的
世
界
も
い
わ
ば
、

業
の
象
徴
界
と
考
え
ら
れ 

よ
う
。

一
方
が
如
来
の
願
心
の
象
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

他
方
は
我
ら
の 

業
識
の
象
徴
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

如
来
の
浄
土
は
因
位
の
法
蔵
菩
薩
の
願
心
の
根
底
よ
り
開
か
れ
た
真
実 

功
徳
の
大
宝
海
を
以
て

象
徴
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
大
宝
海
は
無
量
無
辺
の 

光
明
と

寿
命
の
う
ち

に
摂
取
さ
れ
象
徴
さ
れ
て
い
る
故
に
、
我
ら
衆
生
が 

如
来
の
功
徳
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

如
来
の
光
明
と
寿
命
の
摂
取 

不
捨
に
あ
ず
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
又
こ
の
摂
取
不
捨
の
光 

明
と
寿
命
こ
そ
南
無
阿
弥
陀
仏
の
大
信
と
し
て
衆
生
へ
と
等
流
し
て
く
る 

「
欲
生
我
国
」

の
如
来
廻
向
心
で
あ
る
。
摂
取
不
捨
の
如
来
の
大
悲
願
心 

の

名

告

り

と

し

て

の

「
欲
生
我
国
」

は
、

宗
祖
に
於
て
、
次
の
如
く
言
わ 

れ
て
い
る
。

「
言
ー
ー
欲
生-

者
、

則

是

如

来

招-
喚

諸

有

群

生-

之

勅

命

。
即 

以
一
一
真
実
信
楽"

為
一
一
欲
生
贖-

也
」
あ

る

い

は

、
「
以
一
一
利
他
真
実
欲
生
心7  

廻
ー
ー
施
諸
有
海
—〇
欲
生
即
是
廻
向
心
」

と
。

我

々

の

浄

土

願

生

心

が

如

来

の

「
欲
生
我
国
」

の
招
喚
の
勅
命
に
出
会

い
、
自
力
願
生
の
心
が
転
ぜ
ら
れ
廻
向
の
信
楽
を
受
持
す
る
と
き
摂
取
不 

捨
の
廻
向
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。

如
来
か
ら
衆
生
へ
、
衆
生
か
ら
如
来
浄
土
へ
と
い
う
二
つ
の
方
向
は
こ 

の
信
楽
を
媒
介
と
し
て
交
叉
す
る
の
だ
ろ
う
。

三

如
来
因
位
の
法
蔵
菩
薩
の
願
行
に
よ
っ
て

成
就
し
た
本
願
の
三
心
は
、
 

宗

祖

が

『
教
行
信
証
』

信
巻
の
三
一
問
答
を
も
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
如 

く
、

如
来
廻
向
の
一
心
と
し
て
願
生
行
者
の
自
力
的
実
存
を
コ
ペ
ル
ニ
ク 

ス
的
に
転
回
を
可
能
な
ら
し
む
る
決
定
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。 

即
ち
如
来
廻
向
の
一
心
は
願
生
者
に
真
実
信
心
を
成
就
せ
し
め
報
土
往
生 

の
真
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
〇

で
は
願
生
の
行
者
に
廻
施
さ
れ
る
如
来
の
一
心
と
そ
こ
で
の
観
は
如
何 

に

考

え

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

か

。

今
こ

の

点

に

注

目

し
て

、

『
論
』

及
び 

『
註
』

を
て
が
か
り
に
五
念
門
と

の
関
係
か
ら

観
の
問
題
に
ふ
れ
て

み
る
。 

先

ず

『
論

』

に
於
い
て
、

願
生
偈
の
ほ
じ
め
に
、

世

尊

我

一

心

帰

一

一

命

尺

十

方

無

碍

光

如

来-

願

”
生-

安
楽
国
ー 

(

『
浄
土
論
』
聖
全
一
丄
一
六
九)

と
あ
り
、

こ
こ
に
は
論
主
の
浄
土
信
仰
が
端
的
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

こ 

の
一
行
四
句
は
欲
生
我
国
の
如
来
招
喚
の
勅
命
に
信
順
さ
れ
た
る
他
力
ー 

心
の
表
白
で
あ
る
。
偈
頌
全
体
が
一
心
帰
命
の
安
心
の
信
仰
体
験
の
表
白 

で
あ
る
が
、

論
主
ほ
こ
の
信
仰
体
験
の
内
容
に
つ
い
て
は
更
に
長
行
を
以 

て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち

、
長
行
で

は
、

五
念
門
の
義
が
明
ら
か
に
さ 

れ
て
い
る
。
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そ
こ
で
一
心
と
五
念
門
に
つ
い
て
窺
え
ば
、

五
念
の
行
は
一
心
の
安
心 

に
具
徳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
一
心
よ
り
自
然
に
等
流
相
続
し
て
く
る
信
の 

具
体
相
で
あ
ろ
う
。
従

っ

て

註

主

曇

鸞

は

『
論

』

の
一
心
偈
を
五
念
行
に 

配
釈
し
て
、

一
心
に
五
念
が
具
徳
さ
れ
て
い
る
所
以
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
。 

即
ち
、

『
論
』

一
心
偈
の
一
行
四
句
を
以
っ
て
礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
の
三 

門
に
配
当
さ
れ
る
。
帰
命
は
礼
拝
門
、

尺

十

方
無
碍
光
如
来
は
讃
嘆
門
、
 

願
生
安
楽
国
は
作
願
門
に
当
て
ら
れ
る
。
次
の
第
二
行
四
句
、
 

我
依
修
多
羅 

真
実
功
徳
相 

説
一
一
願
偈
摊
持
ー
与
一-
仏

教-

相

応
(

『浄 

土
論
』
聖
全
一
ー
ニ
六
九)

は
上
の
三
門
を
成
じ
て
下
の
観
察
廻
向
の
二
門
を
引
き
起
す
偈
で
あ
り
、
 

更

に

「
観
彼
世
界
相
」

以
下
、

二
十
一
行
は
観
察
門
を
明
か
す
も
の
で
あ 

り

、
最
後
の
一
行
四
句

我

作

“
論

説

“
偈 

願
見
ー
ー
弥
陀
仏-

普
一
一
共
諸
衆
生
一
往
一
一
生
安
楽
国
一 

(

『浄
土
論
』
聖
全
一
丄
一
七
〇)

は
廻
向
門
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
更

に

『
論
』

後
半
の
長
行
は
五
念
門 

を
修
し
、

五
功
徳
の
果
を
得
て
自
利
利
他
円
満
し
て
成
仏
得
道
す
べ
き
こ 

と
を
明
か
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、

一
心
帰
命
の
願
生
行
者
は
三
業
ニ
利
の 

五
念
門
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
菩
薩
行
を
成
就
す
る
に
至
る
と
い
う
こ 

と
で
あ
る
。

さ
て
、

五
念
門
の
う
も
観
察
に
つ
い
て
言
え
ば
、

観
察
は
偈
の
正
宗
分 

に

あ

た

る

「
観
彼
世
界
相
」

以
下
の
二
十
一
行
に
わ
た
っ
て
国
土
十
七
種 

荘
厳

、
仏
八
種
功
徳
荘
嚴
、

及
び
菩
薩
四
種
功
徳
荘
厳
の
合
計
二
十
九
種 

と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

こ
の
二
十
九
種
荘
厳
の
観
察
は
、
観
を
以
て
浄 

土
に
通
入
せ
ん
と
す
る
願
生
心
の
最
も
中
心
的
行
と
し
て
五
念
門
を
総
括

す

る
と
こ

ろ
の
も
の
で

あ
ろ
う
。

こ

の

観

察

門

が

「
我
依
ー
ー
修
多
羅
、
真
実 

功

徳

相-

、
説
一-

願

偈

搬

持7

与
二
仏
教
一
相
応
」
の

四

句

に

つ

づ

い

て

「
観
ー
ー 

彼

世

界

相

へ  

勝
一
一
過
三
界
道
一
」
(

『浄
土
論
』
聖
全
一
丄
一
六
九)

と
始
ま
っ 

て

以
下
展
開
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
観
察
門
は
こ
の
真
実
功
徳
相 

の
一
句
を
開
顕
し
て
き
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
観
察
門
に
限 

ら
ず
五
念
門
全
体
が
真
実
功
徳
相
な
る
如
来
の
浄
土
に
向
い
、
如
来
浄
土 

の
徳
に
よ
っ
て
成
せ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
は
あ
る
が
。

と
こ
ろ
で
、

二

十

九

種

荘

厳

の

は

じ

め

に

「
観
一-
彼

世

界

相7

勝
一
一
過
三 

界

道

こ

と

あ

り

、

浄
土
が
三
界
に
勝
過
し
た
依
報
の
国
土
を
観
ず
る
こ 

と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
清
浄
功
徳
は
依
報
十
七
種
の
総
相
と
い
わ 

れ
る
が
、

こ
れ
は
必
ず
し
も
依
報
の
み
の
相
に
限
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ 

う

。
恐
ら
く
は
二
十
九
種
荘
厳
全
体
に
通
じ
て
清
浄
功
徳
が
言
わ
れ
る
で 

あ
ろ
う
。
何

故
な
ら
ば
、
浄
土
と
は
三
界
の
不
浄
虚
妄
の
衆
生
を
哀
れ
ん 

で
清
浄
安
楽
国
土
に
往
生
せ
し
め
て
畢
竟
浄
た
ら
し
め
ん
と
て
如
来
大
慈 

願
心
よ
り
荘
厳

建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
清
浄
業
処
の
安
楽
国
土
は 

涅
槃
を

摂
め
た
如
来
の
自
利
利
他
成
就
の
真
実
功
徳
の
報
土
に
外
な
ら
な 

い
が
、

か
か
る
真
実
功
徳
な
る
報
土
の
観
、

観

察
は
清
浄
功
徳
以
下
、

別 

相
と

い
わ
れ

る
量
功
徳
、
性
功
徳
、
形

相
功
徳
等
の
一
七
種
、

及
び
仏
ハ 

種

、
菩
薩
四
種
の
観
察
で

あ
る
。

『
観
経
』
、

『
大
経
』

に
於
て
説
か
れ
て 

い
る
水
、
鳥

、
樹
林
等
の
国
土
荘
厳

、

及
び
浄
土
の
衆
生
荘
厳
が
そ
こ
で 

観
察
さ
れ
る
。

観

察

は

「
起

観

生

信

」

で

「
云
何
観
察
、
智

慧

観

察

、
正
念
観
一
一
彼-

欲
マ 

如

”
実

修

”
行
毗
婆
舎
那
・
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
智
慧
正
観
の
毗
婆 

舎

那

の
観
は
、
作
願
門
の
寂
静
止
、

シ
ャ
マ
タ
と
離
れ
ず
、

止
観
は
相
依
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相
順
し
て
如
実
行
で
あ
る
こ
と
に
於
て
成
就
す
る
も
の
で
あ
る
。
曇
鸞
は 

毗
婆
舎
那
の
観
に
二
義
、
「
一
者
在
レ
此
作
レ
想
観
ー
ー
彼
三
種
荘
厳
功
徳-

此 

功
徳
如
実
故
、
修
行
者
亦
得
二
如
実
功
徳
—〇
如

実
功
徳
者
、

決
定
得
レ
生
二 

彼
土
ー
」
、
「
二
者
亦
得
三
生
二
彼
浄
土"

即
見
ニ
阿
弥
陀
仏"

未

証

浄

心

菩

薩

、
 

畢
竟
得
二
証
平
等
法
身
—〇
与
一
ー
浄
心
菩
薩
一
与
ー
ー
上
地
菩
薩
ハ 

畢
竟
同
得
二
寂 

滅

平

等

」
(

『浄
土
論
註
』
聖
全
一
ー
三
一
六)

を
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。

こ 

れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
此
土
に
あ
っ
て
は
、
我
々
の
修
す
る
観
は
如 

実
行
と
な
り
え
な
い
、

し
か
し
一
心
の
安
心
を
得
て
浄
土
の
真
実
功
徳
の 

荘
厳

相
が
念
ぜ
ら
れ
観
想
さ
れ
る
と
き
に
、
念
ぜ
ら
れ
観
ぜ
ら
れ
て
い
る 

浄

土
の
功
徳
、

大
悲
願
力
に
よ
っ
て
往
生
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
。
往
生
し
た
と
こ
ろ
で
観
の
如
実
修
行
も
か
な
い
、
見
仏
が
成
就
し
、
 

か
く
て
平
等
の
法
身
を
得
証
す
る
。
此
土
の
願
生
行
者
は
し
た
が
っ
て
先 

ず
以
て
真
実
信
心
を
得
て
、

自
ら
浄
土
を
想
い
観
ず
る
身
と
な
ら
ね
ば
な 

ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
如
実
の
観
察
が
出
来
ず
と
も
、
出
来
な
い
こ
と
の 

悲
し
み
の
う
ち

に
、

い
よ
い
よ
浄
土
の
真
実
功
徳
の
世
界
が
あ
お
が
れ
て 

く
る
の
で
あ
る
。

さ
て
観
を
偈
に
お
い
て
注
目
す
れ
ば
、

観
ー
ー
仏
本
願
カ
ー
遇
無
二
空
過
者
一
能
令
三
速
満
二
足 

功
徳
大
宝
海
一 

(

『浄
土
論
』
聖
全
一
ー
ニ
七
〇)

の
四
句
、

不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
が
問
題
と
な
る
。

本
願
力
を
観
ず
る
と 

は
如
何
な
る
意
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
長
行
の
観
行
体
相
に
み
れ
ば 

云
何
観
一
ー
察
彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳
--0
彼
仏
国
土
荘
厳

功

徳

者

、
成
二
就
不 

可
思
議
カ
ー(

『浄
土
論
』
聖
全
一
ー
ニ
七
こ 

と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
観
仏
本
願
力
と
は
如
来
の
不
可
思
議
力
に
よ
っ

て

成
就
さ
れ
て

い
る
と
い
う
浄
土
の
因
を
正
し
く
観
知
し
、
願
力
を
心
に 

う
か
べ 

み
る
こ
と
で
あ
る
。

曇
鸞
は
不
可
思
議
力
に
五
種
を

あ
げ
ら
れ

、

こ
こ
の
不
可
思
議
カ
を
仏 

力
不
可
思
議
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
に
二
種
を
言
わ
れ
る
。

一
は
法
蔵
菩
薩 

の
出
世
の
善
根
と
大
願
業
力
所
成
の
業
力
不
可
思
議
、

ニ
は
阿
弥
陀
法
王 

の
善
住
持
力
に
よ
る
不
可
思
議
で
あ
る
。
観
仏
本
願
力
と
は
、

か
く
て
、
 

三
種
荘
厳
の
浄
土
が
法
蔵
菩
薩
の
願
心
、
宿
願
力
及
び
如
来
の
不
可
思
議 

な
る
善
住
持
力
に
よ
っ
て
以
て
所
成
し
た
る
因
や
そ
の
住
持
力
を
正
し
く 

了
解
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
、
観
仏
本
願
力
の
四
句
は
不
虚
作 

住
持
功
徳
成
就
と

言
わ
れ

る
。
従
っ
て

又
、

そ
れ
は
浄
土
の
正
因
、
及
び 

正
報
た
る
仏
荘
厳
功
徳
、
菩
薩
荘
厳
功
徳
を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
言
わ 

ね
ば
な
ら
ぬ
。

浄
土
の
境
界
と

い
う
も
そ
の
因
た
る
願
心
、

本
願
を
離
れ
て
は
存
在
せ 

ず
、

又
正
報
の
仏
、
菩
薩
の
功
徳
を

離
れ
て

も
在
り
え

ぬ
如
く
、

そ
れ
故 

に
浄
土
は
如
来
の
大
悲
願
心
に
収
ま
る
の
で
あ
っ
た
が
、
観
彼
世
界
相
は 

又
観
仏
本
願
力
に
収
ま
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
、

観
仏
本
願 

力
の
一
行
四
句
は
観
察
門
の
帰
結
で
あ
り
、

偈
の
中
心
核
を
な
す
句
で
あ 

る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次

に

観

の

意

義

・
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
る 

に
、
願
偈
大
意
に
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
願
偈
明
二
何
義
で
乎
現
観
ー
ー
彼
安
楽
世
界
一
見
向
弥
陀
仏
一
願
星
一
ー
彼 

国
一(

『浄
土
論
』
聖
全
一
ー
ニ
七
〇)

こ
の
一
偈
二
十
四
行
を
総
括
し
て
の
大
意
が
、

こ
の
様
に
浄
土
の
種
々
荘 

厳
を

観
じ
て
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
叶
い
、
浄
土
往
生
を
遂
げ
ん
と
願
う 

と
い
う
事
で
あ
る
か
ら
、
観
と
い
う
事
も
見
に
て

成
就
し
、
見
の
う
ち
に
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摂
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
観
と
見
と
願
生 

の
関
係
を
偈
と
願
偈
大
意
と
の
関
係
に
照
ら
し
て
要
約
す
る
と
す
れ
ば
、
 

観
彼
世
界
相
は
観
安
楽
国
に
、

観
仏
本
願
力
は
見
阿
弥
陀
仏
に
、

故
我
願 

生
彼
は
願
生
彼
国
に
な
る
。

か
く
て
、
観
見
願
生
の
偈
は
始
め
の
一
心
の
安
心
の
表
白
の
四
句
を
ー 

層
具
体
的
に
し
、

又
、

観
見
せ
ら
る
る
安
楽
浄
土
、
阿
弥
陀
仏
如
来
が
ま 

こ
と
に
一
心
帰
命
の
安
心
の
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
し 

て
い
る
。
従
っ
て
、

五
念
門
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
が
観
見
願
生
と
し
て
ー 

心
帰
命
よ
り
自
と
修
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、

そ
し
て
そ
の
五
念
の
行
に
よ 

っ
て
信
心
の
内
容
が
い
よ
い
よ
具
体
化
さ
れ
、

信
を
深
め
る
働
き
と
な
っ

て
信
を
成
就
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

即
ち

云
何
観
云
何
生
二
信
心
—〇

若

善

男

子

・
善
女
人
修
二
五
念
門
一
行
成
就
畢 

竟
得
下
生
一
ー
安
楽
国
土
一
見
牛
彼
阿
弥
陀
仏
上(

『浄
土
論
』
聖
全
一 

ー
ニ
七
〇) 

と
あ
る
如
く
、

観
察
門
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
生
信
心
に
あ
る
と
言
わ 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
は
信
心
決
定
し
浄
土
に
得
生
し
お
わ
り
、
阿
弥
陀
仏 

を

見
た
て

ま
つ
る
と
こ
ろ
に
観
の
究
極
が
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
如
く
、
定
善
観
想
や

観
察
門
を

通
し
て

、

観
が
展
開
す 

る
内
観
道
の
意
義
と
は
、

ま
さ
に
三
心
即
一
心
の
歩
み
を
聞
き
あ
て
る
こ 

と
で
あ
り
、

我
々

の
願
生
心
が
内
に
開
く
と
こ
ろ
の
心
の
展
転
相
入
の
関 

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
と

言
え

る
の
で

あ
る
。
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